
Ga-PSMA PET による腫瘍堆積はタキサン系化学療法を受けた�
mCRPC患者のOSを予測する�



目的　 

タキサン系化学療法を受けている転移性前立腺癌患者の OS をGa-PSMA-11 PET を用いて調査すること 

方法・対象 

multicenter retrospective 

2014.1-2024.5 

タキサン系化学療法を受けた患者　128人 

Deep PSMAというソフトを使って解析 

結論 

＜治療前＞ 

PSMA-Volume ( < 28ml ) がOSを最も強く予測 

＜治療後の反応の評価＞ 

血清PSAの低下( > 97%以上低下)がより強力な指標

・PSMA-RLTではなく、タキサン系化学療法なのに 

　どうしてSUVmeanが高いとOSが延長するのか? 

・Deep PSMAはどんなソフトなのでしょう？


